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国際交流員のコラム                                                       

------------------------------------------------------------------------------- 

●奄美大島で大自然と伝統の響きを探る Part.2● 

―鹿児島県国際交流員 鄧麗霞（中国出身）― 

前回 196 回の続き･･･ 

  

３日目は、奄美博物館、奄美海洋展示館、奄美野生生物保護センター、奄美

観光ハブセンターを訪問し、奄美の歴史・文化・自然について学びました。 

奄美博物館は奄美群島唯一の総合博物館として見所が多かったです。 

 

入館してまず、1 階のホールで奄美の自然を紹

介するビデオを見ました。 

そこで不思議な海底のミステリーについて勉

強しました。右写真の幾何学模様は奄美大島の

沖合の海底に出現し、「海底のミステリーサー

クル」として 20 年以上前から知られていました

が、誰がどんな目的でつくったものなのか、そ

の正体はずっとわからないままでした。しかし

2011 年に水中写真家の大方洋二氏が、このミス

テリーサークルをつくる小さなフグの撮影に成

功し、このミステリーサークルは奄美ホシゾラフグのオスがメスにアピールす

るために、精巧に建築した産卵巣ということが明らかになりました。 

 

２階では『南島雑話』が展示されており、幕末ごろの奄美大島の暮らしの挿

絵を閲覧し、奄美の近代史を勉強しました。３階では奄美大島に暮らす人々の

１年を自然の変化に着目しながら、月ごとにまとめて展示していました。 

 

奄美博物館の資料展示を通じて、奄美の文化は日本文化を基盤にし、琉球や

薩摩の影響を受けながら独自に発展してきたことを理解しました。  

 

奄美海洋展示館は、水族館のようで、

奄美の海の生き物であるサンゴの生態、

ウミガメ、エビ、カニ、魚、貝を見るこ

とができ、さらにサンゴや砂、貝殻を使

ったワークショップ体験もできます。 

ホシゾラフグの作り出す 

「海底のミステリーサークル」 

貝殻で作られた工芸品 



 

 

展示館外のテントで軽い食事をとり、近くの大浜海浜公園も散策することが

できました。 

 

その後は、奄美野生生物保護センターへ行きまし

た。保護センターでは、奄美群島の昆虫や鳥獣の標

本の展示に加え、奄美の貴重な生物に対する保護増

殖事業も紹介されています。ここで奄美マングース

防除事業のことを勉強しました。マングースはもと

もと中東から南アジアに生息する哺乳類で 1910 年に

ハブなどの駆除のためにインドから沖縄に連れてこ

られました。奄美大島には、1979 年に沖縄から運ば

れた数十頭が放されたとされています。しかしマン

グースはハブの天敵とはならず、代わりに「アマミ

ノクロウサギ」など奄美大島に生息する多くの動物

を捕食することになってしまいました。そこで、環

境省は 2000 年に本格的なマングース駆除に着手し､

2005 年からは「奄美大島からのマングース完全排

除」を目標に、外来生物法に基づく防除事業を進めていましたが、2024 年 9 月

に根絶が宣言されました。奄美の豊かな自然や貴重な野生生物を未来へと受け

継いでいくための取り組みが、奄美野生生物保護センターを通じて感じられま

した。 

 

野生生物保護センター見学後は、近くにあ

る大和浜の群倉の見学に行きました。奄美に

は穀物を貯蔵する独特の木造建築である高倉

があります。高倉は脱穀した籾や翌年に使う

種籾をネズミ被害や湿気、太陽熱から守り、

保管するために使われていました。群倉とは

家から離れた場所にこの高倉が集められて建

てられていることを言います。大和浜の群倉

は 2004 年に鹿児島県の建造物文化財に指定さ

れました。 

 

 

黒ウサギの仮剥製 

フィリピンマングースの仮剥製 

大和浜の群倉 

大浜海浜公園の様子 



 

 

 

最終日は、まず奄美自然観察の森を訪問し

ました。奄美自然観察の森の中は遊歩道が整

備されており、茂った亜熱帯の植物の中で鳥

や蛙など数多くの生き物の鳴き声が聞こえま

した。展望台からの景色も非常に印象的で、

煙雨に包まれた遠くの山々は水墨画のような

趣がありました。さらに、エメラルド色の海

に囲まれており、まるで仙境のように見えま

した。 

 

空港に向かう前に、大島紬村にも立ち寄りました。大島紬村は、南国の亜熱

帯植物庭園の中にあります。ここでは、本場の奄美大島紬の製造現場を見学し

たり、泥染めなどの体験ができる場所です。私たちが視察している間も外国人

観光客が次々と訪れていました。大島紬関連の施設や商店街では、着物以外に

も帽子やポーチ、バッグ、ネクタイなど、さまざまな商品が開発されているの

を見ることができました。大島紬村にも、オリジナルの高級大島紬や紬小物商

品、お土産品など多数の大島紬に関連する商品が取り揃えてありました。 

最後に用安海岸の露天席があるレストランで、島ヤギのスープカレーをいた

だきました。ヤギのお肉がカレーと絶妙に絡み、ローケーションも相まって大

満足のひとときを過ごすことができました。 

大島紬の機織りの音が、何百年もの時を超えて今も工房に響き渡っているよ

うに、奄美で感じた穏やかで力強い命の営みが、私の胸の中で今も響いていま

す。 

 

●鹿児島県での生活を振り返って● 

５月末をもって中国へ戻ります。あっという間の１年間でしたが、鹿児島で

さまざまな学びや経験を積むことができ、とても充実した１年でした。国際交

流員としての勤務の終わりは、新たなスタートへの一歩だと思います。鹿児島

での出会いを大切にし、これからも頑張っていきたいと思います。本当にお世

話になりました！ありがとうございました。 

 

自然観察の森にある展望台からの眺め 

池で泥染め作業中の職人さん 観光客で賑わっている泥染め技術保存館 泥染めの工程を通訳している康上先生 



 

 
▲ 筑波科技日本支店の皆様と 

▲懇談の様子  ▲日本支社長李宜洲氏と 

◀ 挨拶の様子 ▲
 
 

------------------------------------------------------------------------------- 

知事の動き                                                                

------------------------------------------------------------------------------- 

●チャイナエアライン日本支社が訪問されました（4 月３日）● 

  チャイナエアライン定期便増便に併せてチャイナエアライン日本支社長李

宜洲氏、マーケティング部長向禹丞氏および熊本支店長郭紹賢氏が県庁を訪

問されました。 

塩田知事からは 4 月 3 日からの鹿児島-台北線定期便の増便について謝意

をお伝えするとともに、路線の安定的運航及び利用促進、更なる増便に向け

た意見交換を行いました。 

本県としましては､今回の増便に伴い、今後も台湾から多くの観光客に訪

れていただけるよう、SNS 等を活用したデジタルプロモーションなどを積極

的に展開し、旅行需要の喚起を図ってまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●筑波科技日本支店開所式に出席しました（４月 15 日）● 

出水市内において、筑波科技股份有限公司日本支店開所式が開催され､来

賓として塩田知事より､祝辞を述べさせていただきました。 

筑波科技は、半導体や光通信などの技術統合に取り組み、包括的なサービ

スを手掛ける台湾企業であり、今回、日本で初となる支店を出水市に開設し

ていただきました。 

塩田知事からは、地理的・歴史的に繋がりの深い台湾と九州・鹿児島の関

係性を強調した上で、台湾屏東県との MOU 締結など、鹿児島県として連携強

化のために、精力的に活動していることをお伝えし、また、今後も貿易・投

資・交流の更なる活発化、発展に向け、尽力していく所信を述べさせていた

だきました。 

本県としましては､今後とも、地元市町村と一体となって、本県への国内

外企業の誘致活動に積極的に取り組んでまいります。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

▲新郎新婦のシャンシャン馬行列の様子 

 「© K．P．V．B」   

▲
 
 

▲当日の花火の様子 

------------------------------------------------------------------------------- 

観光かごしまの旬の情報                                                     

------------------------------------------------------------------------------- 

●桜島と芸術花火 2025（４月 26 日）●  

本県のシンボルである、雄大な桜島と波静かな錦江湾という世界に誇れる

自然景観と芸術花火を鑑賞できる花火大会が、マリンポートかごしまで開催

されました。 

芸術花火とは、国内最高峰の内閣総理大臣賞花火師達の芸術玉を中心に組

み合わせて構成され、音楽のリズムや曲調にシンクロするよう綿密にプログ

ラムされた花火であり、会場のロケーション、地域を取り入れた大胆な演出

を得意とし、高度な技術によって従来の花火大会を芸術の域に押し上げたも

のです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●志布志お釈迦祭り（４月 28 日～29 日）●  

鹿児島県の県下三大祭りの一つであり､江戸時代から行われているお釈迦

様の誕生を祝うお祭りで、釈迦御堂に数えの年だけ甘茶をかけ無病息災を願

います。 

新婚夫婦の花嫁を乗せたシャンシャン馬行列や、踊り連、稚児行列、千軒

まち大市のなど華やかなパレードが行われ、多くの市民や観光客で賑わう祭

りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◆◇◆ 

鹿児島県庁ホームページ  http://www.pref.kagoshima.jp/ 

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◆◇◆ 

□■━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━■□ 

 編集後記（鹿児島県観光・文化スポーツ部国際交流課） 

 

桜の時期があっという間に終わり新緑の季節となりました。 
爽やかな季節を感じられるのはほんのわずかな間。すぐに梅雨、そして夏がやってき

ます。この心地よい時期を、今のうちに存分に楽しみたいものですね。 
 
さて、国際交流課では、中国からの国際交流員である鄧麗霞（トウ・レイカ）さんが、任

期満了に伴い帰国されました。 
鄧さんは、昨年 4 月から鹿児島県庁で勤務され、いつも笑顔を絶やさず、明るく朗ら

かな人柄がとても印象的でした。 
その姿はまさに、中国と日本をつなぐ架け橋のようであり、鄧さんのおかげで、人と

人との心の通った国際交流の大切さを実感することができました。 
中国に帰国された後も、鹿児島での思い出を胸に、どうかお元気でご活躍されるこ

とを心より願っております。 
 
次号もお楽しみに✨ 

 

□■━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━■□ 

「かごしま南の風便り掲示板」では、次の鹿児島に関する話題を募集・掲載いたします！ 

 

☆鹿児島フォトギャラリー 

鹿児島らしさを感じる写真や海外で見つけた鹿児島の写真を募集いたします。写真の簡単

な説明を添えてお送りください（例：克灰袋の山）。 

 

その他、読者の皆様に発信したい情報もお待ちしております。 

 

▲▽▲▽ 記事提供・お問い合わせ先 ▲▽▲▽ 

日本国 鹿児島県 観光・文化スポーツ部 国際交流課 

〒890-8577 鹿児島市鴨池新町 10-１ 

電話番号:+81-99-286-2306 

FAX 番号:+81-99-286-5522 

↓電子メールアドレス 

英  語：cir1@pref.kagoshima.lg.jp 

中国語：cir２@pref.kagoshima.lg.jp 

韓国語：cir3@pref.kagoshima.lg.jp 

日本語：minami@pref.kagoshima.lg.jp  

本記事の著作権は鹿児島県に属します。無断での再配信、転載及び掲示板等への掲載は禁止しま

す。 

http://www.pref.kagoshima.jp/
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